
第 30回日本乳癌画像研究会（口演部門）での優良賞獲得 

平良日向子（理工学研究科博士前期課程修了生），吉見直己，松本裕文（工学部客員研究員） 

【概要】 2021年 2月 12, 13日（金, 土）にオンライン開催された表題の研究会で当時修士 2年次だった

平良日向子さんが一般演題セッションで口演し、優良賞を獲得しました。平良さんは修士論文のテーマと

して「乳がんデジタル病理画像における腫瘍と間質領域の自動認識」に取り組み、本学医学部名誉教授

の吉見直己先生（現在は沖縄赤十字病院病理診断科に勤務）と松本裕文先生（現在は中頭病院病理科

部長）たちと共同で成果創出を実現しました。 

図１：研究成果の概要。乳がん患者の予後予測のために組織診標本画像 (HE 染色) から腫瘍 (黒色

部分) と間質の領域分割を AIで行うことが目的だが、参考となる免疫染色には HE染色とは異なる

組織切片を用いるため、両者に位置や形状のずれが生じ、精度が悪化する課題があった (先行研究)。

そこで本研究では、モダリティの違いを考慮できる (例えば MRI 画像と CT 画像を対応づける等) 

AIを使用することで上述の課題を解決した。 
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図 2：プロジェクト主要メンバー (左上から時計回り順)：宮田龍太助教（工学部），高松玲佳先生

（2019 年度まで本学大学院医学研究科助教，現在は慶應義塾大学医学部腫瘍センター特任助教），

平良日向子さん（研究の筆頭著者），倉田耕治教授（工学部），松本裕文先生，吉見直己先生。 

表１：プロジェクトの主な年表。 
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図５: 日本乳癌画像研究会から贈呈された賞状。 

図６：記念品として贈呈された扇子。 
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